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　御
遺
族･

崇
敬
者
各
位
に
は
、
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
御
祭
神
に
崇
敬
報
謝
の
誠
を
も
ち
ま
し
て
、
格
別
の
御
奉
賛
を
賜
り
、
誠
に
有

難
く
存
じ
ま
す
。

　今
年
の
二
月
に
ロ
シ
ア
の
侵
攻
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
闘
は
早
く
も

半
年
以
上
が
経
ち
、一
進
一
退
の
攻
防
が
今
も
続
き
、先
行
き
は
不
透
明
の
ま
ま
で
す
。

そ
も
そ
も
の
戦
争
の
原
因
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
例
え
事
情
が
ど
う
あ
れ
、
一
方

的
に
攻
め
込
ま
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
に
と
っ
て
、
無
責
任
な
日
本
の
知
識
人
が

主
張
す
る
よ
う
な
「
降
伏
」
と
い
う
状
況
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に

ロ
シ
ア
の
過
酷
な
占
領
政
策
を
知
る
国
々
か
ら
す
れ
ば
、
愛
す
る
祖
国
と
家
族
を
守

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
戦
い
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
覚
悟

が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
気
高
い
姿
に
、
先
の
大
戦
で
大
国
相
手
に
戦
い
抜

い
た
日
本
軍
人
と
、
そ
れ
を
支
え
た
市
井
の
人
々
の
姿
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
か
の
国
の
苦
難
を
思
う
と
き
、
一
刻
も
早
く
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

撤
退
し
、
停
戦
と
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　さ
て
、
翻
っ
て
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
地
政
学
的

に
も
政
治
的
に
も
単
純
な
比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
の
平
穏
な
日
々
が
こ
の
先
も

続
く
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
九
条
さ
え
あ
れ
ば
戦
争
は
起
き
な
い
、
と
の
主
張

も
あ
り
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
に
一
方
的
に
攻
め
込
ま
れ
る
可
能
性
が
絶
対

に
無
い
と
は
言
え
な
い
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。実
際
に
北
方
四
島
が
未
だ
日
本
に
戻
っ

て
き
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
竹
島
は
他
国
に
実
効
支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
尖
閣
諸
島
に

お
い
て
も
毎
日
の
よ
う
に
海
域
に
侵
入
す
る
国
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
の
現
在
を
俯
瞰
す
る
と
、
日
本
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
な
く
、
極
め
て
不
安

定
な
ア
ジ
ア
情
勢
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
自
国
を
如
何
に
護
る
か
を
も
っ
と
真
剣
に
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　靖
國
神
社
を
始
め
、
全
國
の
護
國
神
社
に
鎮
ま
り
ま
す
英
霊
は
、
祖
国
日
本
を
護

る
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
護
ら
れ
た
日
本
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
責
任
が
我
々
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
志
半
ば
で
凶
弾
に
倒
れ
ら
れ

た
安
倍
元
首
相
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
”「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
か
ら
の
脱
却
“
の
遺
志
を

継
承
し
、
英
霊
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
誇
り
高
い
日
本
を
取
り
戻
し
た
い
と
願
う
ば

か
り
で
す
。

大
阪
護
國
神
社  

宮
司
　藤
江
正
鎭

御
　挨
　拶

　通
算
六
十
一
号
の
社
報
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
本
年
も
子
ど
も
達
の
素
晴
ら
し
い
絵
画
が

沢
山
届
き
英
霊
に
届
け
と
提
灯
を
掲
げ
ま
し
た
。

四
月
よ
り
田
中
満
権
禰
宜
・
鈴
木
李
弥
巫
女
が

職
員
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。
田
中
権
禰
宜
は

長
い
助
勤
の
経
験
か
ら
即
戦
力
と
し
て
大
い
に

期
待
を
上
回
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
卒
採
用
の
鈴
木
巫
女
は
若
き
感
性
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
授
与
所
や
来
客
の
対
応
に
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
お
迎
え
し
皆
様
に
好
評
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
八
十
周
年
奉
賛
事
業
の
一
環
と

し
て
本
殿
横
に
ス
ロ
ー
プ
も
完
成
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
職
員
一
同
是
非
御
参
拝
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（岡
）

編
集
後
記

大
阪
護
國
神
社
清
掃
奉
仕
隊
御
芳
名

第
七
回
よ
り
第
十
一
回
ま
で
（
順
不
動
・
敬
称
略
）

　前
号
で
お
伝
え
し
て
お
り
ま
し
た
ス
ロ
ー
プ
が
無

事
に
完
成
し
、
去
る
八
月
二
日
に
渡
初
め
式
を
行
い

ま
し
た
。
十
五
日
の
英
霊
感
謝
祭
で
は
早
速
車
椅
子

で
の
昇
殿
を
始
め
多
く
の
方
に
ご
利
用
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
社
務
所
に
は
車
椅
子
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
要
な
方
は
職
員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

合
わ
せ
て
ス
ロ
ー
プ
前

を
福
祉
駐
車
場
と
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
車
椅

子
で
の
昇
殿
参
拝
が
容

易
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

気
持
ち
よ
く
お
参
り
頂

け
る
様
に
、
境
内
整
備

事
業
を
引
き
続
き
進
め

て
参
り
ま
す
。

　毎
月
第
一
土
曜
日
に
清
掃
奉
仕
隊
に
よ
る
清
掃
奉

仕
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　第
七
回
三
月
は
三
十
四
名
、
第
八
回
四
月
二
十
六

名
、
第
九
回
五
月
二
十
名
、
第
十
回
六
月
三
十
二
名
、

第
十
一
回
七
月
十
七
名
の
ご
参
加
で
境
内
清
掃
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
午
前
十
時
よ
り
一
時
間
皆
で

汗
を
流
し
て
、
終
了
後
に
正
式
参
拝
を
行
い
、
そ
の

後
は
宮
司
を
囲
み
茶
話
会
を
催
し
歓
談
を
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
八
十
代
ま
で
「
頑
張
り

す
ぎ
な
い
。
楽
し
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
自
で
出

来
る
こ
と
を
分
担
し
、
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
通
じ
英

霊
に
慰
霊
顕
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
都
合

が
良
け
れ
ば
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
時
　刻 …

 

毎
月
第
一
土
曜
日
　十
時
よ
り

●
持
ち
物 …

 

軍
手
・
タ
オ
ル

作
業
後
本
殿
に
て
正
式
参
拝
を
行
い
、
そ
の
後
神
職

を
囲
ん
で
茶
話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所
ま
で
。

 

岡
部
和
久
、
田
中
満
、
田
代
幸
治
、
前
田
誠
、
森
本
淳
一
、

藤
井
一
、
尻
谷
廣
海
、
玉
宅
修
、
上
原
功
喜
、
笠
松
宏
之
、

久
宗
英
俊
、
国
米
由
恵
、
宮
坂
政
幸
、
岸
茂
子
、
久
保
真
実
、

久
保
暢
ノ
輔
、一
野
文
男
、吉
沢
由
紀
江
、佐
々
木
和
多
留
、

山
本
敬
貴
、
中
本
真
吾
、
西
脇
ま
り
子
、
平
沢
知
永
子
、

平
沢
麻
緒
、
宮
本
奈
美
、
海
田
さ
る
を
、
海
田
さ
る
み
、

西
村
日
加
留
（
府
議
会
議
員
）、
西
村
忍
、
西
村
悠
斗
、
山

崎
真
、
太
田
竜
地
、
太
田
佳
誉
、
濱
田
憲
三
郎
、
菊
池
京
介
、

菊
池
み
の
り
、
上
野
山
弘
美
、
山
崎
陸
男
、
西
谷
久
美
、

谷
岡
省
爾
、中
島
直
也
、宮
坂
正
幸
、赤
堀
由
枝
、塚
本
正
樹
、

門
田
三
郎
、
佐
伯
宗
平
、
成
富
修
、
辻
田
充
司
、
山
本
眞
千
、

今
井
喜
美
、
石
山
慶
淳
、
野
々
垣
富
也
、
吉
岡
伸
太
郎
、

垣
内
秀
造
、
今
井
弘
毅
、
小
谷
多
美
子
、
山
口
新
吾
、
池
田

惠
子
、
藤
森
文
雄
、
森
田
祐
利
栄
、
西
野
健
男
、
西
野
弘
子
、

松
室
和
子
、
渡
部
真
治
、
武
田
了
治
、
赤
井
洋
、
山
下
清
司

  

境
内
清
掃
・
草
む
し
り

　（団
体
）

　
　大
阪
掃
除
に
学
ぶ
会 

様

　
　日
本
会
議
大
阪 

様

　
　霊
友
会
第
八
支
部
ふ
れ
あ
い
隊 

様

　
　阿
含
宗
大
阪
道
場 

様

　
　神
州
正
氣
の
会 

様

　
　住
吉
モ
ラ
ロ
ジ
ー
有
志 

様

　
　靖
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
あ
さ
な
ぎ
関
西
支
部 

様

　（個
人
）（
順
不
動
・
敬
称
略
）

　
　櫻
井
靖
子
、
濵
田
憲
三
郎
、
三
浦
繫
之
、
下
元
明
海
、

　
　山
野
清
春
、
赤
松
修
、
大
村
金
三
、
安
田
至
菫
、

　
　長
瀬
修
則
、
正
井
清
夫
、
神
谷
辰
男
、
山
本
敬
貴
、
　

　
　山
内
勇
二
、
菊
池
京
介
・
み
の
り
、
津
田
良
子

  

樹
木
剪
定

　
　豊
田 

孝 

様

速
報 

本
殿
横
ス
ロ
ー
プ
完
成

清
掃
奉
仕
御
礼
　四年
一
月
よ
り
七
月
末
ま
で

清
掃
奉
仕
隊
活
動
報
告
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本
年
の
お
正
月
は
、
例
年
に
も
増
し
て
大
勢
の
参

拝
が
有
り
、
三
ケ
日
の
み
な
ら
ず
、
十
五
日
の
左
義
長

（
と
ん
ど
祭
）
ま
で
境
内
は
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
社
務
所
に
新
設
さ
れ
た
授
与
所
は
勿
論
、
特
設
の

テ
ン
ト
授
与
所
に
も
御
神
札
や
お
守
り
、
干
支
の
縁

起
物
を
受
け
る
方
が
多
く
お
越
し
に
な
り
、
早
朝
よ

り
夕
刻
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
前
に
は
ご
遺
族
・

崇
敬
者
よ
り
奉
納
さ
れ
た
多
く

の
鏡
餅
が
供
え
ら
れ
、
英
霊
に

は
定
め
し
御
嘉
応
の
こ
と
と
拝

察
致
し
ま
す
。

　
ご
奉
納
下
さ
い
ま
し
た
各
位
に

は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
大
阪
護
國
神
社
で
は
、
神
社
本
庁
の
神
社
祭
祀

規
定
に
則
り
、
本
年
の
上
半
期
は
左
記
の
大
祭
及
び

中
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

●
大
祭

　
二
月
十
七
日
　
　
午
前
十
時
　
祈
年
祭

　
五
月
二
十
日
　
　
午
前
十
時
　
春
季
例
大
祭

●
中
祭

　
一
月
一
日
　
　
　
午
前
八
時
　
歳
旦
祭

　
一
月
三
日
　
　
　
午
前
十
時
　
元
始
祭

　
二
月
十
一
日
　
　
午
前
十
時
　
紀
元
祭

　
二
月
二
十
三
日
　
午
前
十
時
　
天
長
祭

　
四
月
二
十
九
日
　
午
前
十
時
　
昭
和
祭

　
令
和
四
年
五
月
二
十
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
春

季
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
為
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
斎
行
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
警
戒
が
完
全
に
解
け
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
幸
い
に
も
昨
年
よ
り
多
く
の
御

来
賓
に
御
昇
殿
頂
き
、
境
内
の
テ
ン
ト
に
も
多
く
の

参
列
者
が
ご
参
集
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
よ
り
以
前
に
近
い
形
で
の
斎
行
が

実
現
で
き
た
事
は
幸
い
で
し
た
。

　
此
度
の
大
祭
に
も
数
多
く
の
企
業
や
個
人
か
ら
お

供
え
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
境
内
全
て
の
参
列
者
に
大
祭
の
最
後

の
行
事
と
し
て
玉
串
を
お
供
え
頂
く
事
と
致
し
ま
し

た
。
本
年
も
多
く
の
皆
様
に
御
本
殿
に
お
詣
り
い
た

だ
き
ま
し
て
、
皆
様
の
英
霊
へ
の
お
気
持
ち
の
強
さ

を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
を
設

け
る
事
が
出
来
ま
し
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
参
列
者
の
皆
様
の
思
い
、祈
り
、願
い
、

感
謝
の
気
持
ち
等
が
英
霊
に
届
く
こ
と
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
本
年
十
月
二
十
日
の
秋
季

例
大
祭
、
そ
し
て
今
後
の
例
大
祭
に
お
越
し
い
た
だ

き
英
霊
に
お
詣
り
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
気
配
を
見
せ
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
の
秋
季
例
大
祭
の
頃

に
は
こ
の
流
れ
が
収
ま
り
以
前
の
様
に
斎
行
で
き
る

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
今
年
も
社
頭
に
七
夕
飾
り
を
設
置
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
約
一
か
月
か
け
て
折
紙
で
飾
り
を
手
作
り

致
し
ま
し
た
。織
姫
様
と
彦
星
様
、天
の
川
を
は
じ
め
、

七
夕
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
七
夕
飾
り
を
設
ら
え
ま
し
た
。

　
笹
は
七
夕
飾
り
だ
け
で
は
な
く
、
短
冊
も
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
全
十
一
色
ご
用
意
致
し
ま
し
た
。
多

く
の
参
拝
者
が
様
々
な
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
下
さ

り
、お
か
げ
さ
ま
で
よ
り
賑
や
か
な
笹
と
な
り
ま
し
た
。

　
七
夕
飾
り
と
多
く
の
短
冊
、
笹
は
皆
様
の
夢
や
願

い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
た
の
ち
お
焚
き
上
げ

致
し
ま
し
た
。

協
賛
企
業
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

宝
酒
造
・
大
関
・
白
鶴
酒
造
・
菊
正
宗
酒
造
・
小
西

酒
造
・
辰
馬
本
家
酒
造
・
日
本
盛
・
サ
ン
ト
リ
ー
・

メ
ル
シ
ャ
ン
・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
・
大
水
水
産
・
大
醤
・

錢
高
組
・
三
和
・
住
之
江
興
業
・
ス
ミ
ノ
エ
マ
リ
ン

シ
ス
テ
ム
・
堂
島
取
引
所
・
大
阪
商
工
会
議
所

　
本
年
は
大
東
亜
戦
争
で
戦
局
逆
転
の
契
機
に
な
っ

た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
か
ら
八
十
年
の
節
目
の
年
で

す
。
南
雲
忠
一
中
将
率
い
る
空
母「
赤
城
」「
加
賀
」「
蒼

龍
」「
飛
龍
」
を
始
め
と
す
る
日
本
海
軍
の
精
鋭
部

隊
は
遥
か
南
洋
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
て
米
国
と
矛
を

交
え
敵
空
母
一
隻
を
沈
め
る
も
結
果
と
し
て
、
空
母

四
隻
と
重
巡
洋
艦
「
三
隈
」
を
喪
失
し
ま
し
た
。
護

国
の
神
に
神
上
る
三
千
有
余
の
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
は

今
を
生
き
る
私
達
の
務
め
と
し
て
六
月
五
日
に
参
列

の
皆
様
と
共
に
厳
粛
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
祭
典
も
本
殿
の
御
扉
が
開
け
ら
れ
、
外

陣
の
中
に
神
饌
を
お
供
え
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
祭
で
は
正
服
、
中
祭
で
は
斎
服
と
称
さ

れ
る
装
束
を
着
装
致
し
ま
す
の
で
、
神
職
の
装
い
に

も
是
非
ご
注
目
下
さ
い
。

　
各
祭
典
は
ど
な
た
で
も
参
列
頂
け
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
拝
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
四
年
二
月
八
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り
大
阪

護
國
神
社
境
内
社
「
浪
速
宮
」
に
於
き
ま
し
て
、
仁

徳
天
皇
正
辰
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
仁
徳
天
皇
の

御
命
日
に
当
た
る
二
月
八
日
に
毎
年
斎
行
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
祭
典
に
合
わ
せ
、
社
殿
内
に
仁
徳
天
皇

の
故
事
に
由
来
す
る
梅
の
花
を
御
供
え
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
指
令
に
よ
り
改
名
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
仁
徳
天
皇
を
御
奉
斎
申
し
上
げ
る
こ
と

で
存
続
を
許
さ
れ
た
当
社
で
は
、
大
阪
護
國
神
社
と

復
称
し
た
後
も
御
祭
神
と
し
て
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　
浪
速
宮
は
昨
年
よ
り
毎
日
開
扉
し
、
広
く
お
詣
り

頂
け
る
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
人
に
お

参
り
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
令
和
四
年
五
月
三
十
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
「
浪

速
宮
」
に
於
き
ま
し
て
、東
郷
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

東
郷
元
帥
の
御
命
日
に
当
た
る
五
月
三
十
日
に
毎
年

斎
行
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
を
縮
小
し
て
の
斎

行
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
幸
い
に
も
以
前

に
近
い
状
態
で
の
斎
行
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
日
の
丸

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
日
と
重
な

り
、
境
内
が
賑
わ
う
中
で
の
斎

行
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
浪
速
宮
御
朱
印
を

始
め
、Ｚ
旗
を
模
し
た
必
勝
守

に
戦
艦
三
笠
の
絵
が
刻
印
さ
れ

た
板
守
な
ど
の
御
祭
神
の
勝
利

を
掴
む
御
神
徳
に
あ
や
か
っ
た

授
与
品
を
ご
用
意
致
し
て
お
り

ま
す
。
浪
速
宮
が
よ
り
多
く
の

方
に
お
参
り
頂
く
事
で
、
東
郷

祭
の
意
義
も
更
に
大
き
く
な
る

事
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
当
社
で
も
五
月
十
五
日
に
参
列
者
と
共
に
本
土
復

帰
五
十
年
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
六
月
の
沖
縄
最
終
戦
に
お
い
て
太
田

実
司
令
官
は
『
沖
縄
県
民
斯
く
戦
え
り
。
県
民
に
対

し
後
世
特
別
の
御
高
配
を
賜
ら
ん
こ
と
を
』
と
日
本

国
民
に
言
い
遺
し
ま
し
た
。
戦
後
二
十
七
年
に
わ
た

り
米
国
の
占
領
下
に
あ
っ
た
沖
縄
は
様
々
な
苦
難
の

日
々
を
過
ご
し
、
本
土
復
帰
後
の
今
も
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
現
代
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て

太
田
司
令
官
の
お
言
葉
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
言
霊
で
あ
る
と
、
深
く
皆
様
の
お
心
に
届
く
事
を

祈
念
致
し
ま
し
た
。

お
正
月
点
描

春
季
例
大
祭
斎
行

七
夕
飾
り

東
郷
祭
斎
行

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
八
十
年
慰
霊
祭
斎
行

仁
徳
天
皇
正
辰
祭
斎
行

沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
報
告
祭
斎
行

本
年
上
半
期 

各
大
祭・中
祭
の
ご
案
内
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本
年
の
お
正
月
は
、
例
年
に
も
増
し
て
大
勢
の
参

拝
が
有
り
、
三
ケ
日
の
み
な
ら
ず
、
十
五
日
の
左
義
長

（
と
ん
ど
祭
）
ま
で
境
内
は
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
社
務
所
に
新
設
さ
れ
た
授
与
所
は
勿
論
、
特
設
の

テ
ン
ト
授
与
所
に
も
御
神
札
や
お
守
り
、
干
支
の
縁

起
物
を
受
け
る
方
が
多
く
お
越
し
に
な
り
、
早
朝
よ

り
夕
刻
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
前
に
は
ご
遺
族
・

崇
敬
者
よ
り
奉
納
さ
れ
た
多
く

の
鏡
餅
が
供
え
ら
れ
、
英
霊
に

は
定
め
し
御
嘉
応
の
こ
と
と
拝

察
致
し
ま
す
。

　
ご
奉
納
下
さ
い
ま
し
た
各
位
に

は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
大
阪
護
國
神
社
で
は
、
神
社
本
庁
の
神
社
祭
祀

規
定
に
則
り
、
本
年
の
上
半
期
は
左
記
の
大
祭
及
び

中
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

●
大
祭

　
二
月
十
七
日
　
　
午
前
十
時
　
祈
年
祭

　
五
月
二
十
日
　
　
午
前
十
時
　
春
季
例
大
祭

●
中
祭

　
一
月
一
日
　
　
　
午
前
八
時
　
歳
旦
祭

　
一
月
三
日
　
　
　
午
前
十
時
　
元
始
祭

　
二
月
十
一
日
　
　
午
前
十
時
　
紀
元
祭

　
二
月
二
十
三
日
　
午
前
十
時
　
天
長
祭

　
四
月
二
十
九
日
　
午
前
十
時
　
昭
和
祭

　
令
和
四
年
五
月
二
十
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
春

季
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
為
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
斎
行
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
警
戒
が
完
全
に
解
け
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
幸
い
に
も
昨
年
よ
り
多
く
の
御

来
賓
に
御
昇
殿
頂
き
、
境
内
の
テ
ン
ト
に
も
多
く
の

参
列
者
が
ご
参
集
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
よ
り
以
前
に
近
い
形
で
の
斎
行
が

実
現
で
き
た
事
は
幸
い
で
し
た
。

　
此
度
の
大
祭
に
も
数
多
く
の
企
業
や
個
人
か
ら
お

供
え
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
境
内
全
て
の
参
列
者
に
大
祭
の
最
後

の
行
事
と
し
て
玉
串
を
お
供
え
頂
く
事
と
致
し
ま
し

た
。
本
年
も
多
く
の
皆
様
に
御
本
殿
に
お
詣
り
い
た

だ
き
ま
し
て
、
皆
様
の
英
霊
へ
の
お
気
持
ち
の
強
さ

を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
を
設

け
る
事
が
出
来
ま
し
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
参
列
者
の
皆
様
の
思
い
、祈
り
、願
い
、

感
謝
の
気
持
ち
等
が
英
霊
に
届
く
こ
と
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
本
年
十
月
二
十
日
の
秋
季

例
大
祭
、
そ
し
て
今
後
の
例
大
祭
に
お
越
し
い
た
だ

き
英
霊
に
お
詣
り
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
気
配
を
見
せ
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
の
秋
季
例
大
祭
の
頃

に
は
こ
の
流
れ
が
収
ま
り
以
前
の
様
に
斎
行
で
き
る

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
今
年
も
社
頭
に
七
夕
飾
り
を
設
置
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
約
一
か
月
か
け
て
折
紙
で
飾
り
を
手
作
り

致
し
ま
し
た
。織
姫
様
と
彦
星
様
、天
の
川
を
は
じ
め
、

七
夕
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
七
夕
飾
り
を
設
ら
え
ま
し
た
。

　
笹
は
七
夕
飾
り
だ
け
で
は
な
く
、
短
冊
も
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
全
十
一
色
ご
用
意
致
し
ま
し
た
。
多

く
の
参
拝
者
が
様
々
な
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
下
さ

り
、お
か
げ
さ
ま
で
よ
り
賑
や
か
な
笹
と
な
り
ま
し
た
。

　
七
夕
飾
り
と
多
く
の
短
冊
、
笹
は
皆
様
の
夢
や
願

い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
た
の
ち
お
焚
き
上
げ

致
し
ま
し
た
。

協
賛
企
業
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

宝
酒
造
・
大
関
・
白
鶴
酒
造
・
菊
正
宗
酒
造
・
小
西

酒
造
・
辰
馬
本
家
酒
造
・
日
本
盛
・
サ
ン
ト
リ
ー
・

メ
ル
シ
ャ
ン
・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
・
大
水
水
産
・
大
醤
・

錢
高
組
・
三
和
・
住
之
江
興
業
・
ス
ミ
ノ
エ
マ
リ
ン

シ
ス
テ
ム
・
堂
島
取
引
所
・
大
阪
商
工
会
議
所

　
本
年
は
大
東
亜
戦
争
で
戦
局
逆
転
の
契
機
に
な
っ

た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
か
ら
八
十
年
の
節
目
の
年
で

す
。
南
雲
忠
一
中
将
率
い
る
空
母「
赤
城
」「
加
賀
」「
蒼

龍
」「
飛
龍
」
を
始
め
と
す
る
日
本
海
軍
の
精
鋭
部

隊
は
遥
か
南
洋
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
て
米
国
と
矛
を

交
え
敵
空
母
一
隻
を
沈
め
る
も
結
果
と
し
て
、
空
母

四
隻
と
重
巡
洋
艦
「
三
隈
」
を
喪
失
し
ま
し
た
。
護

国
の
神
に
神
上
る
三
千
有
余
の
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
は

今
を
生
き
る
私
達
の
務
め
と
し
て
六
月
五
日
に
参
列

の
皆
様
と
共
に
厳
粛
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
祭
典
も
本
殿
の
御
扉
が
開
け
ら
れ
、
外

陣
の
中
に
神
饌
を
お
供
え
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
祭
で
は
正
服
、
中
祭
で
は
斎
服
と
称
さ

れ
る
装
束
を
着
装
致
し
ま
す
の
で
、
神
職
の
装
い
に

も
是
非
ご
注
目
下
さ
い
。

　
各
祭
典
は
ど
な
た
で
も
参
列
頂
け
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
拝
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
四
年
二
月
八
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り
大
阪

護
國
神
社
境
内
社
「
浪
速
宮
」
に
於
き
ま
し
て
、
仁

徳
天
皇
正
辰
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
仁
徳
天
皇
の

御
命
日
に
当
た
る
二
月
八
日
に
毎
年
斎
行
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
祭
典
に
合
わ
せ
、
社
殿
内
に
仁
徳
天
皇

の
故
事
に
由
来
す
る
梅
の
花
を
御
供
え
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
指
令
に
よ
り
改
名
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
仁
徳
天
皇
を
御
奉
斎
申
し
上
げ
る
こ
と

で
存
続
を
許
さ
れ
た
当
社
で
は
、
大
阪
護
國
神
社
と

復
称
し
た
後
も
御
祭
神
と
し
て
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　
浪
速
宮
は
昨
年
よ
り
毎
日
開
扉
し
、
広
く
お
詣
り

頂
け
る
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
人
に
お

参
り
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
令
和
四
年
五
月
三
十
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
「
浪

速
宮
」
に
於
き
ま
し
て
、東
郷
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

東
郷
元
帥
の
御
命
日
に
当
た
る
五
月
三
十
日
に
毎
年

斎
行
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
を
縮
小
し
て
の
斎

行
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
幸
い
に
も
以
前

に
近
い
状
態
で
の
斎
行
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
日
の
丸

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
日
と
重
な

り
、
境
内
が
賑
わ
う
中
で
の
斎

行
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
浪
速
宮
御
朱
印
を

始
め
、Ｚ
旗
を
模
し
た
必
勝
守

に
戦
艦
三
笠
の
絵
が
刻
印
さ
れ

た
板
守
な
ど
の
御
祭
神
の
勝
利

を
掴
む
御
神
徳
に
あ
や
か
っ
た

授
与
品
を
ご
用
意
致
し
て
お
り

ま
す
。
浪
速
宮
が
よ
り
多
く
の

方
に
お
参
り
頂
く
事
で
、
東
郷

祭
の
意
義
も
更
に
大
き
く
な
る

事
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
当
社
で
も
五
月
十
五
日
に
参
列
者
と
共
に
本
土
復

帰
五
十
年
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
六
月
の
沖
縄
最
終
戦
に
お
い
て
太
田

実
司
令
官
は
『
沖
縄
県
民
斯
く
戦
え
り
。
県
民
に
対

し
後
世
特
別
の
御
高
配
を
賜
ら
ん
こ
と
を
』
と
日
本

国
民
に
言
い
遺
し
ま
し
た
。
戦
後
二
十
七
年
に
わ
た

り
米
国
の
占
領
下
に
あ
っ
た
沖
縄
は
様
々
な
苦
難
の

日
々
を
過
ご
し
、
本
土
復
帰
後
の
今
も
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
現
代
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て

太
田
司
令
官
の
お
言
葉
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
言
霊
で
あ
る
と
、
深
く
皆
様
の
お
心
に
届
く
事
を

祈
念
致
し
ま
し
た
。

お
正
月
点
描

春
季
例
大
祭
斎
行

七
夕
飾
り

東
郷
祭
斎
行

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
八
十
年
慰
霊
祭
斎
行

仁
徳
天
皇
正
辰
祭
斎
行

沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
報
告
祭
斎
行

本
年
上
半
期 

各
大
祭・中
祭
の
ご
案
内
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　令
和
二
年
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
、
大
阪
護
國
神

社
崇
敬
会
主
催
に
よ
る
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を

本
年
も
開
催
致
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
昨
年
と
同
じ

く
、「
神
社
」「
日
本
国
旗
の
あ
る
風
景
」「
古
事
記
」

と
し
た
と
こ
ろ
、
過
去
二
回
を
超
え
る
七
十
九
点
の

力
作
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　審
査
は
毎
年
講
評
を
い
た
だ
く
美
術
科
教
師
の
浪

速
学
院
高
校
山
本
英
俊
教
頭
に
お
願
い
し
、
下
記
の

通
り
入
選
作
品
八
点
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　八
月
十
四
日
の
奉
納
奉
告
祭
は
四
十
六
家
族
百
名

を
超
す
参
列
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祭
典

で
は
受
賞
者
に
よ
る
代
表
玉
串
に
合
わ
せ
て
厳
粛
な

中
に
緊
張
し
た
面
持
ち
の
子
ど
も
達
が
作
法
に
従
い

拝
礼
し
ま
し
た
。

　奉
告
祭
後
は
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
崇
敬

会
寺
内
俊
太
郎
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
、
家
族
も
含
め

全
員
で
の
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
、
受
賞
作
品
の
講

評
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
熱
心
に
お
互

い
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
回
も
応
募
さ
れ
た
子
ど
も
達
全
員
に
自
分
の
描

い
た
作
品
を
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
印
刷
し
た
記
念
に

残
る
撤
下
品
と
、
神
社
本
庁
よ
り
の
下
敷
き
、
奥
村

元
昭
氏
か
ら
奉
納
頂
い
た
ノ
ー
ト
、
永
田
産
業
株
式

会
社
様
に
御
協
賛
頂
い
た
お
菓
子
等
の
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
自
分
が
描
い
た
提
灯
の
前
で
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
、
そ
の
姿
を
御
父
兄
方
が
写
真
撮
影

す
る
光
景
を
英
霊
も
優
し
く
見
守
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ま
す
。

　真
夏
の
夕
べ
に
境
内
を
幽
玄
に
照
ら
す
こ
ど
も
達

の
絵
画
提
灯
は
、
当
社
の
「
み
た
ま
ま
つ
り
」
で
の

新
し
い
祭
典
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
受
け

継
い
で
行
き
ま
す
。

【
崇
敬
会
会
長
賞
】「
伏
見
稲
荷
の
夜
」

亀
井 

彩
羽
さ
ん 

高
校
２
年
生

大
変
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
作
品
で
、
印
象
深
く
感
じ
ま
し
た
。
お
社

に
集
う
た
く
さ
ん
の
狐
が
逆
光
の
中
で
輝
い
て
見
え
、
夜
の
静
寂

さ
と
神
秘
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
数
多
い
る
狐
の
中
で
、
一
匹
だ

け
を
こ
ち
ら
を
向
か
せ
る
こ
と
で
、
見
る
人
を
絵
の
世
界
の
中
に

誘
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。
実
力
の
あ
る
大
変
優
れ
た

作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

【宮司賞】  「四季」　奥 真奈美さん　高校２年生
山の木々の丸と屋根瓦の直線の形の対比、また山の緑と地面の青色とオレ
ンジの色の対比が独特のリズムを生み出しています。日本画の風景画にも似
たような印象を与えており、センスを感じさせる作品に仕上がっております。

【責任役員賞】
「いなばの白うさぎ」中村 初音さん  小学６年生

【
中
学
・
高
校
生
部
門
優
秀
賞
】

「
天
照
大
神
」
山
本 

凛
さ
ん  

高
校
３
年
生

中
学
・
高
校
生
部
門
は
さ
す
が
実
力
者
揃
い
で
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。本

作
は
天
照
大
神
を
丹
念
な
筆
致
で
神
々
し
く
描
い
て
い
ま
す
。勾
玉
や
着
物
の

色
使
い
も
、様
々
な
色
を
配
し
て
お
り
観
察
力
が
う
か
が
え
ま
す
。非
常
に
安

定
し
た
仕
上
が
り
に
な
って
お
り
、普
段
か
ら
好
き
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

茜色に染まろうとしている空の色と、白うさぎの対比が非常に美しい、
印象深い作品です。ワニ（鮫）のつぶらな瞳と、白うさぎの理知的な瞳
の対象もおもしろく感じました。色の使い方にセンスを感じさせる作品
に仕上がっていると思います。

【小学校高学年部門優秀賞】 
「御祈願」　巽 愛莉さん  小学４年生

【
小
学
校
低
学
年
部
門
優
秀
賞
】

「
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
」　
飯
田 

美
紅
さ
ん  

小
学
３
年
生

ず
ら
り
と
並
ん
だ
ワ
ニ（
鮫
）の
上
を
、因
幡
の
白
う
さ
ぎ
が
軽
快
な
リ
ズ
ム
で

飛
び
出
し
た
瞬
間
が
、個
性
的
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。小
学
低
学
年

部
門
は
作
品
数
も
多
く
、そ
の
分
力
作
揃
い
で
選
定
に
悩
み
ま
し
た
が
、大
胆

か
つ
簡
潔
な
絵
柄
が
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

画面右側の赤から紫へのグラデーションと画面左側の木と地面の緑
が補色関係になっており、より赤色を引き立たせています。手前に描か
れた牡鹿と右端の川がいいアクセントになっているように思えます。

【幼児部門優秀賞】
 「ヤマタノオロチ」　堀 洸太さん  年長

昨年に続き連続の受賞で、確かな実力を感じます。是非今後も好きな絵を描き続
けてください。画面いっぱいに描かれたヤマタノオロチの首と須佐之男命（スサノオ
ノミコト）との大きさの対比でヤマタノオロチの迫力が伝わってきます。暗く描かれた
オロチと白い服の須佐之男命との色の対比も画面にメリハリを与えています。

【小学校低学年部門優秀賞】
「国生み」　堀 花香さん  小学２年生

伊邪那岐（イザナギ）、伊邪那美（イザナミ）の二柱の国生みが、丁寧なタッチで描
かれています。特に海に細いペンで丹念に描かれた線が、画面に深い奥行を与え
ており、キラキラと光る天沼矛（アメノヌボコ）から滴るしずくの輝きと、海の暗色と
の対比が、まさに国が生まれようとする瞬間を表しているように感じました。

表
紙
の
作
品

講
評 …

 

浪
速
学
院
　浪
速
高
等
学
校
・
中
学
校

　
　
　
　
　 教
頭
　美
術
科
　山
本 

英
俊 

先
生

子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

第
三
回
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、
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神

社
崇
敬
会
主
催
に
よ
る
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を

本
年
も
開
催
致
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
昨
年
と
同
じ

く
、「
神
社
」「
日
本
国
旗
の
あ
る
風
景
」「
古
事
記
」

と
し
た
と
こ
ろ
、
過
去
二
回
を
超
え
る
七
十
九
点
の

力
作
を
奉
納
頂
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ま
し
た
。
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年
講
評
を
い
た
だ
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美
術
科
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速
学
院
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校
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に
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し
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下
記
の
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作
品
八
点
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選
ん
で
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た
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ま
し
た
。
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十
四
日
の
奉
納
奉
告
祭
は
四
十
六
家
族
百
名

を
超
す
参
列
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祭
典

で
は
受
賞
者
に
よ
る
代
表
玉
串
に
合
わ
せ
て
厳
粛
な

中
に
緊
張
し
た
面
持
ち
の
子
ど
も
達
が
作
法
に
従
い

拝
礼
し
ま
し
た
。

　奉
告
祭
後
は
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
崇
敬

会
寺
内
俊
太
郎
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
、
家
族
も
含
め

全
員
で
の
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
、
受
賞
作
品
の
講

評
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
熱
心
に
お
互

い
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
回
も
応
募
さ
れ
た
子
ど
も
達
全
員
に
自
分
の
描

い
た
作
品
を
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
印
刷
し
た
記
念
に

残
る
撤
下
品
と
、
神
社
本
庁
よ
り
の
下
敷
き
、
奥
村

元
昭
氏
か
ら
奉
納
頂
い
た
ノ
ー
ト
、
永
田
産
業
株
式

会
社
様
に
御
協
賛
頂
い
た
お
菓
子
等
の
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
自
分
が
描
い
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提
灯
の
前
で
満
面
の

笑
み
を
浮
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べ
、
そ
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方
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真
撮
影

す
る
光
景
を
英
霊
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優
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守
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に
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ど
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と
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彩
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２
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変
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マ
チ
ッ
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印
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に
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狐
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光
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寂
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狐
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だ
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の
世
界
の
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に

誘
っ
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る
よ
う
に
も
感
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ま
し
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。
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力
の
あ
る
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変
優
れ
た

作
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だ
と
思
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ま
す
。
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が
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揃
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ま
し
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を
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念
な
筆
致
で
神
々
し
く
描
い
て
い
ま
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や
着
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が
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き
で
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を
描
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る

の
だ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

茜色に染まろうとしている空の色と、白うさぎの対比が非常に美しい、
印象深い作品です。ワニ（鮫）のつぶらな瞳と、白うさぎの理知的な瞳
の対象もおもしろく感じました。色の使い方にセンスを感じさせる作品
に仕上がっていると思います。

【小学校高学年部門優秀賞】 
「御祈願」　巽 愛莉さん  小学４年生

【
小
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低
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秀
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】

「
い
な
ば
の
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」　
飯
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美
紅
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小
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３
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生

ず
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と
並
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だ
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鮫
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を
、因
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が
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で
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び
出
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的
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で
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数
も
多
く
、そ
の
分
力
作
揃
い
で
選
定
に
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み
ま
し
た
が
、大
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つ
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潔
な
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が
決
め
手
に
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り
ま
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た
。

画面右側の赤から紫へのグラデーションと画面左側の木と地面の緑
が補色関係になっており、より赤色を引き立たせています。手前に描か
れた牡鹿と右端の川がいいアクセントになっているように思えます。

【幼児部門優秀賞】
 「ヤマタノオロチ」　堀 洸太さん  年長

昨年に続き連続の受賞で、確かな実力を感じます。是非今後も好きな絵を描き続
けてください。画面いっぱいに描かれたヤマタノオロチの首と須佐之男命（スサノオ
ノミコト）との大きさの対比でヤマタノオロチの迫力が伝わってきます。暗く描かれた
オロチと白い服の須佐之男命との色の対比も画面にメリハリを与えています。
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「国生み」　堀 花香さん  小学２年生

伊邪那岐（イザナギ）、伊邪那美（イザナミ）の二柱の国生みが、丁寧なタッチで描
かれています。特に海に細いペンで丹念に描かれた線が、画面に深い奥行を与え
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の対比が、まさに国が生まれようとする瞬間を表しているように感じました。

表
紙
の
作
品

講
評 …

 

浪
速
学
院
　浪
速
高
等
学
校
・
中
学
校

　
　
　
　
　 教
頭
　美
術
科
　山
本 

英
俊 

先
生

子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

第
三
回



大阪護國   第61号 （6）大阪護國（7）  第61号 令和4年9月1日令和4年9月1日

（
令
和
四
年
）

一
月

一
日
　
　
　
中
祭
　
歳
旦
祭
斎
行

同
　
　
　
　
皇
室
隆
昌
安
泰
祈
願
祭
斎
行
　
初
詣

二
日
　
　
　
崇
敬
者
隆
昌
安
泰
祈
願
祭
斎
行
　
初
詣

三
日
　
　
　
中
祭
　
元
始
祭
斎
行
　
初
詣

七
日
　
　
　
昭
和
天
皇
遙
拝
式
斎
行

九
日
　
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
一
月
例
会
開
催

十
日
　
　
　
成
人
之
日
祭
斎
行
　

十
五
日
　
　
古
神
札
焼
納
祭
斎
行
　
お
焚
き
上
げ

三
十
日
　
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

同
　
　
　
　
山
中
浩
市
氏
公
演
会
開
催
　
　

二
月

三
日
　
　
　
節
分
祭
斎
行

八
日
　
　
　
仁
徳
天
皇
正
辰
祭(

浪
速
宮)

斎
行

十
一
日
　
　
中
祭
　
紀
元
祭
斎
行

十
二
日
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

十
三
日
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
二
月
例
会
開
催

十
七
日
　
　
大
祭
　
祈
年
祭
斎
行

二
十
日
　
　
第
１
６
回
あ
さ
な
ぎ
設
立
奉
告
祭
斎
行
　
勉
強
会
開
催

二
十
三
日
　
中
祭
　
天
長
祭
斎
行

二
十
七
日
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

三
月

四
日
　
　
　
玄
山
英
子
氏
主
宰
セ
ミ
ナ
ー
開
催

五
日
　
　
　
第
７
回
清
掃
奉
仕
隊
　
三
十
四
名
参
加

十
日
　
　
　
陸
軍
記
念
日
祭
斎
行

十
二
日
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

十
三
日
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
三
月
例
会
開
催

二
十
一
日
　
春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式
斎
行

同
　
　
　
　
春
分
の
日
祭
・
ほ
ま
れ
の
宮
祖
霊
祭
斎
行

二
十
六
日
　
本
殿
に
て
玄
山
英
子
氏
主
宰
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

二
十
七
日
　
硫
黄
島
協
会
阪
神
支
部
慰
霊
祭
斎
行

三
十
日
　
　
東
住
吉
区
遺
族
会
慰
霊
祭
斎
行

同
　
　
　
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

三
十
一
日
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

四
月

二
日
　
　
　
第
８
回
清
掃
奉
仕
隊
　
二
十
六
名
参
加

同
　
　
　
　
同
期
の
桜
を
歌
う
会
開
催

三
日
　
　
　
神
武
天
皇
遙
拝
式
斎
行

同
　
　
　
　
砲
二
六
会
永
代
祭
斎
行

七
日
　
　
　
戦
艦
大
和
慰
霊
祭
斎
行

九
日
　
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

十
日
　
　
　
歩
二
一
七
会
永
代
祭
斎
行

同
　
　
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
四
月
例
会
開
催

十
八
日
　
　
一
生
会
永
代
祭
斎
行

二
十
八
日
　
主
権
回
復
之
日
祭
斎
行

二
十
九
日
　
中
祭
　
昭
和
祭
斎
行

同
　
　  

　 

檜
一
一
五
会
永
代
祭
斎
行

同
　
　  

　 

日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

五
月

三
日
　
　
　
大
阪
萌
黄
騎
捜
会
永
代
祭
斎
行

五
日
　
　
　
子
ど
も
の
日
祭
斎
行

六
日
　
　
　
傾
斜
路
工
事
着
工
安
全
祈
願
祭
斎
行

七
日
　
　
　
第
９
回
清
掃
奉
仕
隊
　
二
十
名
参
加
　

八
日
　
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

同
　
　
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
五
月
例
会
開
催

十
日
　
　
　
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
地
鎮
祭
斎
行

十
四
日
　
　
歩
八
会
永
代
祭
斎
行

十
五
日
　
　
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
奉
告
祭
斎
行

二
十
日
　
　
春
季
例
大
祭
斎
行

二
十
七
日
　
海
軍
記
念
日
祭
斎
行

二
十
九
日
　
関
西
水
交
会
慰
霊
祭
斎
行

三
十
日
　
　
東
郷
祭(

浪
速
宮)

斎
行

同
　
　
　
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

六
月

四
日
　
　
　
第
10
回
清
掃
奉
仕
隊
　
三
十
二
名
参
加

五
日
　
　
　
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
慰
霊
祭
斎
行
　

十
日
　
　
　
元
鐵
道
第
十
五
聯
隊
永
代
祭
斎
行

二
十
三
日
　
沖
縄
慰
霊
之
日
祭
斎
行

同
　
　
　
　
南
河
内
郡
河
南
町
遺
族
会
慰
霊
祭
斎
行

二
十
五
日
　
堺
市
北
区
中
村
町
遺
族
会
慰
霊
祭
斎
行

二
十
九
日
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

三
十
日
　
　
夏
越
大
祓
式
斎
行

毎
月
の
恒
例
祭
典
　
各
十
時
よ
り
斎
行
致
し
ま
す
。
ご
自
由
に
ご

参
列
頂
け
ま
す
の
で
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

一
日
　
　
　
朔
日
祭
・
誕
生
日
祭
（
元
旦
を
除
く
）

五
日
　
　
　
月
次
祭
・
ほ
ま
れ
の
宮
月
次
祭

十
五
日
　
　
望
之
日
祭
（
八
月
を
除
く
）

二
十
五
日
　
無
縁
故
祭

毎
日
九
時
　
大
祓
・
日
供
祭
　
こ
ち
ら
も
自
由
に
参
列
頂
け
ま
す

の
で
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

（
正
月
期
間
・
例
大
祭
及
び
み
た
ま
祭
の
当
日
と
前
日
を
除
く
）

 　
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
続
い
て

今
年
の
四
月
よ
り
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
も
開
設
致

し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
大
阪
護
國
神
社
で
行
わ
れ
て
い

る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
、
ま
た
境
内
に
咲
い

て
い
る
花
や
何
気
な
い
写
真
な
ど
の
情
報
を
投
稿
し

て
お
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
本
格
的
に
始
め
た
と
こ

ろ
皆
様
の
お
か
げ
で
こ
の
三
ケ
月
間
に
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
は
毎
日
の
よ
う
に
友
達
リ
ク
エ
ス
ト
が
届
き
、

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
様
一
二
〇
〇
人

突
破
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
は
二
〇
〇
人
突
破
致
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
を
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
阪
護
國
神
社
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

●Tw
itter

　
　
＠osakagokoku

●Instagram

　
＠osakagokoku

●Facebook

　 

大
阪
護
國
神
社

令
和
四
年
度
崇
敬
会

名
誉
会
員
　四
名 

岡
本 

昇
士
、
石
田 

泰
輔
、
吉
安 

克
彦
、
寺
内 

俊
太
郎

特
別
会
員
　五
十
三
名

吉
川 

明
美 

、
和
田 
豊
、
山
口 

喜
代
一
、
山
本 

保
子
、
橋

本 

庸
広
、池
本 

正
士
、松
浦 
克
彦
、村
田 

充
男
、高
橋 

忠
義
、

後
川 

義
雄
、清
水 

義
昭
、洪 
佳
久
、太
田 

竜
地
、西
谷 

久
美
、

平
尾 

哲
朗
、
嶋 

和
子
、
高
田 
佳
明
、
春
日
丘
八
幡
宮 

三

輪
紀
雄
、
山
口 

幸
子
、
成
田 

暢
行
、
加
賀
本 

昭
雄
、
門
口 

長
敏
、北
野 

文
清
、丸
岡 

幸
男
、播
磨 

美
智
子
、安
岡 

優
子
、

冨
岡 

士
純
、小
縣 

勝
広
、森
川 

善
男
、日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

佐
藤 

章
、市
川 

文
、西
口 

陽
久
、布
川 

廣
志
、贄
田 
久
美
子
、

株
式
会
社 

志
、
林 

實
、
亀
井 

盛
友
、
宇
根
元 

崇
泰
、
佐

藤 

昌
子
、王
尾 

弘
三
、岡
倉 

三
郎
、矢
久
間 

進
、別
所 

知
子
、

大
阪
住
吉
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
、
水
野 

俊
子
、
北
條 

多
也
、

大
黒 

晃
、
松
村 

拓
真
、
辻
本 

美
穂
、
西
の
靖
國
神
社 

伴

林
氏
神
社
、
山
本 

孝
義
、
笠 

良
徳

正
会
員
　一
一
三
名 

畑
山 

俊
一
、
豊
田 

孝
、
石
丸 

ツ
ル
子
、
廣
畑 

和
歌
子
、

樋
口 

栄
一
、
吉
田 

公
、
三
浦 

繁
之
、
可
児 

哲
也 

、
山
下 

朋
子
、柳
川 

謙
次
、杉
山 

ま
き
、田
中 

清
英
、村
田 

多
津
雄
、

加
藤 

秀
治
、
片
山 

佳
子
、
樋
口 

正
美
、
中
村 

惠
俊
、
西

尾 

豊
治
、櫻
井 

靖
子
、富
永 

修
治
、渕
上 

裕
子
、竹
生 

武
雄
、

吉
﨑 

敏
、
小
林 

洋
司
、
小
笠
原 

將
之
、
古
谷 

吉
彌
、
堀

田 

春
美
、
大
谷 

萬
智
子
、
阪
口 

吉
男
、
豊
洲 

牧
子
、
矢

野 

義
信
、
安
田 

耕
吉
郎
、
大
谷 

睦
子
、
阿
部 

頼
子
、
細

川 

忠
義
、井
上 

睦
美
、山
田 

健
司
、神
谷 

辰
男
、洪 

嘉
倫
、

遠
藤 

友
啓
、尾
﨑 

充
賢
、林 

靖
浩
、髙
岸 

實
、櫻
井 

比
砂
、

細
川 

正
智
、末
廣 

明
美
、髙
野 

修
、丁
野 

敬
子
、山
田 

壽
子
、

大
村 

金
三
、
喜
田 

尚
子
、
平
田 

大
二
、
田
中 

義
昭
、
宮

路 

芳
勝
、
亘 

正
幸
、
伊
藤 

淳
佑
、
河
合 

正
雄
、
垣
内 

治
、

グ
リ
ー
ン
産
商（
株
）、
若
狭 

千
鶴
子
、
岡
田 

経
子
、
岸
岡 

サ
ト
ミ
、
鳥
谷 

茂
晃
、
新
開 

賢
二
、
丸
山 

公
紀
、
戎 

智
子
、

戎 

政
子
、仲
谷 

隆
、田
島 

康
子
、早
嵜 

恭
子
、内
田 

知
哉
、

古
市 

静
子
、
葭
仲 

勉
、
藤
原 

宗
一
郎 

、
桂 

史
子
、
橘
髙 

益
造
、
長
井 

咲
子
、
横
山 

拓
生
、
跡
見 

晶
子 

、
加
藤 

均
、

藤
原 

三
千
代
、小
野 

新
一
朗
、山
田 

久
美
子
、長
原 

正
明
、

水
口 

教
子
、
福
田 

淳
子
、
太
田 

達
也
、
草
村 

克
彦
、
新

井 

美
佐
子
、
吉
村 

伊
平
、
佐
伯 

宗
平
、
南
野 

守
、
藤
本 

キ
ヨ
子
、
宮
腰 

隆
、
岩
田 

郁
代
、
辻 

喜
代
子
、
樋
口 

悟
康
、

平
田 

武
志
、
山
本 

弥
助
、
井
上 

浩
三
、
前
垣 

雄
次
、
石

原 

欽
子
、
井
上 

信
久
、
秋
丸 

美
香
子
、
吉
川 

竜
介
、
永

田 

彰
宏
、
伴 

崇
満
、
原
澤 

徹
、
幸
木 

大
、
増
田 

信
弘
、

小
林 

一
枝
、
市
道 

稔
、
坂
本 

敏
文

賛
助
会
員
　一
一
九
名 

平
野 

久
男
、
田
中 

み
ず
き
、
宮
脇 

貞
子
、
杉
村 

洋
子
、

大
北 
博
宣
、住
𠮷 

耕
作
、山
本 

昭
雄
、中
村 

文
昭
、古
澤 

清
、

舩
木 
敏
治
、
田
中 

義
昭
、
村
上 

康
司
、
近
藤 

壽
子
、
杉

山 

寿
康
、津
田 
政
信
、谷
井 

仁
、荒
木 

久
代
、川
西 

康
之
、

和
田 

道
昌
、
小
川 
忠
子
、
中
川 

博
、
松
阪 

喜
久
子
、
森

田 

武
志
、
吉
見 
昌
子
、
西
口 

毅
、
古
瀬 

雅
通
、
奥
田 

亘
、

川
本 

三
郎
、
芦
生 
清
、
中
尾 

一
子
、
梶
井 

美
代
子
、
松

尾 

春
美
、
山
田 

道
子
、
清
水 
利
夫
、
上
野 

信
子
、
杉
岡 

比
呂
子
、
前
田 

春
子
、
阪
口 
ゆ
み
子
、
森 

實
、
西
川 

勝
弘
、

村
上 

一
道 

、
長
谷
部 

嘉
男
、
三
浦 
時
生
、
中
谷 

忠
三
、

津
田 

泰
尚
、久
保 

孝
典
、岩
橋 

孝
、吉
野 
猛
、今
西 

令
子
、

田
中 

富
博
、時
倉 

強
、寺
尾 

惠
子
、室
谷 
一
、箕
山 

慶
一
、

芦
田 

勉
、鳥
居 

雅
子
、竹
辻 

宣
明
、楠
橋 

奉
秀
、東
郷 

洋
、

釣 

久
仁
雄
、
佐
久
間 

操
子
、
阪
口 

郁
子
、
丹
原 
輝
彦
、

中
谷 

易
世
、
大
橋 

敬
、
峰 

敏
晃
、
八
田 

加
代
子
、
岩
切 

さ
よ
子
、辰
己 

幸
子
、田
畑 

純
子
、大
野 

圭
一
、吉
冨 

繁
人
、

池
永 

重
彦
、
浅
井 

淳
一
、
佐
野 

美
代
子
、
藤
本 

貴
子
、

村
上 

貞
彰
、中
村 

久
子
、西
野 

健
二
、岡 

忠
良
、南 

文
雄
、

綛
元 

正
子
、
阪
井 

啓
剛
、
田
端 

正
克
、
杉
本 

弘
一 

、
山

﨑 

美
智
榮
、
石
橋 

栄
子
、
山
口 

忠
司
、
古
田 

日
出
生
、

宮
本 

道
子
、
北
村 

潤
子
、
山
中 

幸
江
、
萬
谷 

瑞
穂
、
中

平 

競
子
、
中
島 

直
也
、
岡
田 

チ
カ
子
、
楠
本 

一
彦
、
小

野
林 

欣
一
、永
田 

脩
、吉
田 

敬
子
、権
田 

玉
比
、清
永 

弘
、

米
矢 

貞
文
、
村
上 

は
つ
よ
、
三
木 

一
弘
、
三
木 

君
枝
、

田
中 

藤
茂
、岡
利 

一
秀
、川
島 

弘
子
、長
田 

愛
、簾
谷 

和
埜
、

田
中 

達
夫
、
杉
本 

万
千
子
、
三
原 

さ
ち
子
、
宮
内 

戸
美
、

大
仲 

文
子
、
藤
原 

隆
造
、
上
谷 

佳
枝
、
岩
見 

恵
美
子

遺
族
会
員
　四
十
五
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

令
和
四
年
八
月
十
六
日
現
在

　壱
拾
参
萬
円
　
西
田 

由
佳
子

壱
拾
萬
円
　
森
田 

武
志

五
萬
円
　
和
田 

洋
子

参
萬
円
　
安
並 

紫
、
弓
場 

昇
、
洪 

嘉
倫
、
株
式
会
社 

ウ

イ
ン
グ
、
洪 

佳
久

弐
萬
円
　
泉
南
市
遺
族
会

壱
萬
五
千
円
　
笠 

良
徳

壱
萬
円
　
石
田 

泰
輔
、
梶
原 

龍
児
、
山
本 

孝
義
、
清
水 

義
昭
、
久
保 

秀
樹
、
阿
部 

靖
子
、
西
野 

泰
子
、
小
林 

一
枝
、

山
田 

道
子

五
仟
円
　
齋
藤 

貴
臣
、
吉
冨 

繁
人
、
淵
上 

陽
子
、
大
仲 

文
子
、
田
中 

清
英
、
村
中 

安
子
、
神
藤 

良
子
、
伴 

崇
満
、

立
羽 

ア
イ
キ
ヨ
、荒
川 

八
重
子
、中
村 

清
司
、小
林 

晶
美
、

西
野 

健
男
、
杉
本 

孝
、
玉
田 

広
治
、
阪
口 

郁
子
、
山
本 

恵
司
、
丹
原 

輝
彦
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
四
年
三
月
十
五
日
よ
り
同
八
月
十
六
日

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
に
つ
い
て

社 

務 

日 

誌 

　抄

八
十
周
年
奉
納
者
名



大阪護國   第61号 （6）大阪護國（7）  第61号 令和4年9月1日令和4年9月1日

（
令
和
四
年
）

一
月

一
日
　
　
　
中
祭
　
歳
旦
祭
斎
行

同
　
　
　
　
皇
室
隆
昌
安
泰
祈
願
祭
斎
行
　
初
詣

二
日
　
　
　
崇
敬
者
隆
昌
安
泰
祈
願
祭
斎
行
　
初
詣

三
日
　
　
　
中
祭
　
元
始
祭
斎
行
　
初
詣

七
日
　
　
　
昭
和
天
皇
遙
拝
式
斎
行

九
日
　
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
一
月
例
会
開
催

十
日
　
　
　
成
人
之
日
祭
斎
行
　

十
五
日
　
　
古
神
札
焼
納
祭
斎
行
　
お
焚
き
上
げ

三
十
日
　
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

同
　
　
　
　
山
中
浩
市
氏
公
演
会
開
催
　
　

二
月

三
日
　
　
　
節
分
祭
斎
行

八
日
　
　
　
仁
徳
天
皇
正
辰
祭(

浪
速
宮)

斎
行

十
一
日
　
　
中
祭
　
紀
元
祭
斎
行

十
二
日
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

十
三
日
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
二
月
例
会
開
催

十
七
日
　
　
大
祭
　
祈
年
祭
斎
行

二
十
日
　
　
第
１
６
回
あ
さ
な
ぎ
設
立
奉
告
祭
斎
行
　
勉
強
会
開
催

二
十
三
日
　
中
祭
　
天
長
祭
斎
行

二
十
七
日
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

三
月

四
日
　
　
　
玄
山
英
子
氏
主
宰
セ
ミ
ナ
ー
開
催

五
日
　
　
　
第
７
回
清
掃
奉
仕
隊
　
三
十
四
名
参
加

十
日
　
　
　
陸
軍
記
念
日
祭
斎
行

十
二
日
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

十
三
日
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
三
月
例
会
開
催

二
十
一
日
　
春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式
斎
行

同
　
　
　
　
春
分
の
日
祭
・
ほ
ま
れ
の
宮
祖
霊
祭
斎
行

二
十
六
日
　
本
殿
に
て
玄
山
英
子
氏
主
宰
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

二
十
七
日
　
硫
黄
島
協
会
阪
神
支
部
慰
霊
祭
斎
行

三
十
日
　
　
東
住
吉
区
遺
族
会
慰
霊
祭
斎
行

同
　
　
　
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

三
十
一
日
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

四
月

二
日
　
　
　
第
８
回
清
掃
奉
仕
隊
　
二
十
六
名
参
加

同
　
　
　
　
同
期
の
桜
を
歌
う
会
開
催

三
日
　
　
　
神
武
天
皇
遙
拝
式
斎
行

同
　
　
　
　
砲
二
六
会
永
代
祭
斎
行

七
日
　
　
　
戦
艦
大
和
慰
霊
祭
斎
行

九
日
　
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

十
日
　
　
　
歩
二
一
七
会
永
代
祭
斎
行

同
　
　
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
四
月
例
会
開
催

十
八
日
　
　
一
生
会
永
代
祭
斎
行

二
十
八
日
　
主
権
回
復
之
日
祭
斎
行

二
十
九
日
　
中
祭
　
昭
和
祭
斎
行

同
　
　  

　 

檜
一
一
五
会
永
代
祭
斎
行

同
　
　  

　 

日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

五
月

三
日
　
　
　
大
阪
萌
黄
騎
捜
会
永
代
祭
斎
行

五
日
　
　
　
子
ど
も
の
日
祭
斎
行

六
日
　
　
　
傾
斜
路
工
事
着
工
安
全
祈
願
祭
斎
行

七
日
　
　
　
第
９
回
清
掃
奉
仕
隊
　
二
十
名
参
加
　

八
日
　
　
　
す
み
の
え
マ
ル
シ
ェ
開
催

同
　
　
　
　
神
州
正
氣
の
会
　
五
月
例
会
開
催

十
日
　
　
　
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
地
鎮
祭
斎
行

十
四
日
　
　
歩
八
会
永
代
祭
斎
行

十
五
日
　
　
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
奉
告
祭
斎
行

二
十
日
　
　
春
季
例
大
祭
斎
行

二
十
七
日
　
海
軍
記
念
日
祭
斎
行

二
十
九
日
　
関
西
水
交
会
慰
霊
祭
斎
行

三
十
日
　
　
東
郷
祭(
浪
速
宮)

斎
行

同
　
　
　
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

六
月

四
日
　
　
　
第
10
回
清
掃
奉
仕
隊
　
三
十
二
名
参
加

五
日
　
　
　
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
慰
霊
祭
斎
行
　

十
日
　
　
　
元
鐵
道
第
十
五
聯
隊
永
代
祭
斎
行

二
十
三
日
　
沖
縄
慰
霊
之
日
祭
斎
行

同
　
　
　
　
南
河
内
郡
河
南
町
遺
族
会
慰
霊
祭
斎
行

二
十
五
日
　
堺
市
北
区
中
村
町
遺
族
会
慰
霊
祭
斎
行

二
十
九
日
　
日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
　
　

三
十
日
　
　
夏
越
大
祓
式
斎
行

毎
月
の
恒
例
祭
典
　
各
十
時
よ
り
斎
行
致
し
ま
す
。
ご
自
由
に
ご

参
列
頂
け
ま
す
の
で
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

一
日
　
　
　
朔
日
祭
・
誕
生
日
祭
（
元
旦
を
除
く
）

五
日
　
　
　
月
次
祭
・
ほ
ま
れ
の
宮
月
次
祭

十
五
日
　
　
望
之
日
祭
（
八
月
を
除
く
）

二
十
五
日
　
無
縁
故
祭

毎
日
九
時
　
大
祓
・
日
供
祭
　
こ
ち
ら
も
自
由
に
参
列
頂
け
ま
す

の
で
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

（
正
月
期
間
・
例
大
祭
及
び
み
た
ま
祭
の
当
日
と
前
日
を
除
く
）

 　
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
続
い
て

今
年
の
四
月
よ
り
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
も
開
設
致

し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
大
阪
護
國
神
社
で
行
わ
れ
て
い

る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
、
ま
た
境
内
に
咲
い

て
い
る
花
や
何
気
な
い
写
真
な
ど
の
情
報
を
投
稿
し

て
お
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
本
格
的
に
始
め
た
と
こ

ろ
皆
様
の
お
か
げ
で
こ
の
三
ケ
月
間
に
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
は
毎
日
の
よ
う
に
友
達
リ
ク
エ
ス
ト
が
届
き
、

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
様
一
二
〇
〇
人

突
破
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
は
二
〇
〇
人
突
破
致
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
を
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
阪
護
國
神
社
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

●Tw
itter

　
　
＠osakagokoku

●Instagram

　
＠osakagokoku

●Facebook

　 

大
阪
護
國
神
社

令
和
四
年
度
崇
敬
会

名
誉
会
員
　四
名 

岡
本 

昇
士
、
石
田 

泰
輔
、
吉
安 

克
彦
、
寺
内 

俊
太
郎

特
別
会
員
　五
十
三
名

吉
川 

明
美 

、
和
田 

豊
、
山
口 

喜
代
一
、
山
本 

保
子
、
橋

本 

庸
広
、池
本 

正
士
、松
浦 

克
彦
、村
田 

充
男
、高
橋 

忠
義
、

後
川 

義
雄
、清
水 

義
昭
、洪 

佳
久
、太
田 

竜
地
、西
谷 

久
美
、

平
尾 

哲
朗
、
嶋 

和
子
、
高
田 

佳
明
、
春
日
丘
八
幡
宮 

三

輪
紀
雄
、
山
口 

幸
子
、
成
田 

暢
行
、
加
賀
本 

昭
雄
、
門
口 

長
敏
、北
野 

文
清
、丸
岡 

幸
男
、播
磨 

美
智
子
、安
岡 

優
子
、

冨
岡 

士
純
、小
縣 

勝
広
、森
川 

善
男
、日
の
丸
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

佐
藤 

章
、市
川 

文
、西
口 

陽
久
、布
川 

廣
志
、贄
田 

久
美
子
、

株
式
会
社 

志
、
林 

實
、
亀
井 

盛
友
、
宇
根
元 

崇
泰
、
佐

藤 

昌
子
、王
尾 

弘
三
、岡
倉 

三
郎
、矢
久
間 

進
、別
所 

知
子
、

大
阪
住
吉
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
、
水
野 

俊
子
、
北
條 

多
也
、

大
黒 

晃
、
松
村 

拓
真
、
辻
本 

美
穂
、
西
の
靖
國
神
社 

伴

林
氏
神
社
、
山
本 

孝
義
、
笠 

良
徳

正
会
員
　一
一
三
名 

畑
山 

俊
一
、
豊
田 

孝
、
石
丸 

ツ
ル
子
、
廣
畑 

和
歌
子
、

樋
口 

栄
一
、
吉
田 

公
、
三
浦 

繁
之
、
可
児 

哲
也 

、
山
下 

朋
子
、柳
川 

謙
次
、杉
山 

ま
き
、田
中 

清
英
、村
田 

多
津
雄
、

加
藤 

秀
治
、
片
山 

佳
子
、
樋
口 

正
美
、
中
村 

惠
俊
、
西

尾 

豊
治
、櫻
井 

靖
子
、富
永 

修
治
、渕
上 

裕
子
、竹
生 

武
雄
、

吉
﨑 

敏
、
小
林 

洋
司
、
小
笠
原 

將
之
、
古
谷 

吉
彌
、
堀

田 

春
美
、
大
谷 

萬
智
子
、
阪
口 

吉
男
、
豊
洲 

牧
子
、
矢

野 

義
信
、
安
田 

耕
吉
郎
、
大
谷 

睦
子
、
阿
部 

頼
子
、
細

川 

忠
義
、井
上 

睦
美
、山
田 

健
司
、神
谷 

辰
男
、洪 

嘉
倫
、

遠
藤 

友
啓
、尾
﨑 

充
賢
、林 

靖
浩
、髙
岸 

實
、櫻
井 

比
砂
、

細
川 

正
智
、末
廣 

明
美
、髙
野 

修
、丁
野 

敬
子
、山
田 

壽
子
、

大
村 

金
三
、
喜
田 

尚
子
、
平
田 

大
二
、
田
中 

義
昭
、
宮

路 

芳
勝
、
亘 

正
幸
、
伊
藤 

淳
佑
、
河
合 

正
雄
、
垣
内 

治
、

グ
リ
ー
ン
産
商（
株
）、
若
狭 

千
鶴
子
、
岡
田 

経
子
、
岸
岡 

サ
ト
ミ
、
鳥
谷 

茂
晃
、
新
開 

賢
二
、
丸
山 

公
紀
、
戎 

智
子
、

戎 

政
子
、仲
谷 

隆
、田
島 

康
子
、早
嵜 

恭
子
、内
田 

知
哉
、

古
市 

静
子
、
葭
仲 

勉
、
藤
原 

宗
一
郎 

、
桂 

史
子
、
橘
髙 

益
造
、
長
井 

咲
子
、
横
山 

拓
生
、
跡
見 

晶
子 

、
加
藤 

均
、

藤
原 

三
千
代
、小
野 

新
一
朗
、山
田 

久
美
子
、長
原 

正
明
、

水
口 

教
子
、
福
田 

淳
子
、
太
田 

達
也
、
草
村 

克
彦
、
新

井 

美
佐
子
、
吉
村 

伊
平
、
佐
伯 

宗
平
、
南
野 

守
、
藤
本 

キ
ヨ
子
、
宮
腰 

隆
、
岩
田 

郁
代
、
辻 

喜
代
子
、
樋
口 

悟
康
、

平
田 

武
志
、
山
本 

弥
助
、
井
上 

浩
三
、
前
垣 

雄
次
、
石

原 

欽
子
、
井
上 

信
久
、
秋
丸 

美
香
子
、
吉
川 

竜
介
、
永

田 

彰
宏
、
伴 

崇
満
、
原
澤 

徹
、
幸
木 

大
、
増
田 

信
弘
、

小
林 

一
枝
、
市
道 

稔
、
坂
本 

敏
文

賛
助
会
員
　一
一
九
名 

平
野 

久
男
、
田
中 

み
ず
き
、
宮
脇 

貞
子
、
杉
村 

洋
子
、

大
北 

博
宣
、住
𠮷 

耕
作
、山
本 

昭
雄
、中
村 

文
昭
、古
澤 

清
、

舩
木 

敏
治
、
田
中 

義
昭
、
村
上 

康
司
、
近
藤 

壽
子
、
杉

山 

寿
康
、津
田 

政
信
、谷
井 

仁
、荒
木 

久
代
、川
西 

康
之
、

和
田 

道
昌
、
小
川 

忠
子
、
中
川 

博
、
松
阪 

喜
久
子
、
森

田 

武
志
、
吉
見 

昌
子
、
西
口 

毅
、
古
瀬 

雅
通
、
奥
田 

亘
、

川
本 

三
郎
、
芦
生 

清
、
中
尾 

一
子
、
梶
井 

美
代
子
、
松

尾 

春
美
、
山
田 

道
子
、
清
水 

利
夫
、
上
野 

信
子
、
杉
岡 

比
呂
子
、
前
田 

春
子
、
阪
口 

ゆ
み
子
、
森 

實
、
西
川 

勝
弘
、

村
上 

一
道 

、
長
谷
部 

嘉
男
、
三
浦 

時
生
、
中
谷 

忠
三
、

津
田 

泰
尚
、久
保 

孝
典
、岩
橋 

孝
、吉
野 

猛
、今
西 

令
子
、

田
中 

富
博
、時
倉 

強
、寺
尾 

惠
子
、室
谷 

一
、箕
山 

慶
一
、

芦
田 

勉
、鳥
居 

雅
子
、竹
辻 

宣
明
、楠
橋 

奉
秀
、東
郷 

洋
、

釣 

久
仁
雄
、
佐
久
間 

操
子
、
阪
口 

郁
子
、
丹
原 

輝
彦
、

中
谷 

易
世
、
大
橋 

敬
、
峰 

敏
晃
、
八
田 

加
代
子
、
岩
切 

さ
よ
子
、辰
己 

幸
子
、田
畑 

純
子
、大
野 

圭
一
、吉
冨 

繁
人
、

池
永 

重
彦
、
浅
井 

淳
一
、
佐
野 

美
代
子
、
藤
本 

貴
子
、

村
上 

貞
彰
、中
村 

久
子
、西
野 

健
二
、岡 

忠
良
、南 

文
雄
、

綛
元 

正
子
、
阪
井 

啓
剛
、
田
端 

正
克
、
杉
本 

弘
一 

、
山

﨑 

美
智
榮
、
石
橋 

栄
子
、
山
口 

忠
司
、
古
田 

日
出
生
、

宮
本 

道
子
、
北
村 

潤
子
、
山
中 

幸
江
、
萬
谷 

瑞
穂
、
中

平 

競
子
、
中
島 

直
也
、
岡
田 

チ
カ
子
、
楠
本 

一
彦
、
小

野
林 

欣
一
、永
田 

脩
、吉
田 

敬
子
、権
田 

玉
比
、清
永 

弘
、

米
矢 

貞
文
、
村
上 

は
つ
よ
、
三
木 

一
弘
、
三
木 

君
枝
、

田
中 

藤
茂
、岡
利 

一
秀
、川
島 

弘
子
、長
田 

愛
、簾
谷 

和
埜
、

田
中 

達
夫
、
杉
本 

万
千
子
、
三
原 

さ
ち
子
、
宮
内 

戸
美
、

大
仲 

文
子
、
藤
原 

隆
造
、
上
谷 

佳
枝
、
岩
見 

恵
美
子

遺
族
会
員
　四
十
五
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

令
和
四
年
八
月
十
六
日
現
在

　壱
拾
参
萬
円
　
西
田 

由
佳
子

壱
拾
萬
円
　
森
田 

武
志

五
萬
円
　
和
田 

洋
子

参
萬
円
　
安
並 

紫
、
弓
場 

昇
、
洪 

嘉
倫
、
株
式
会
社 

ウ

イ
ン
グ
、
洪 

佳
久

弐
萬
円
　
泉
南
市
遺
族
会

壱
萬
五
千
円
　
笠 

良
徳

壱
萬
円
　
石
田 

泰
輔
、
梶
原 

龍
児
、
山
本 

孝
義
、
清
水 

義
昭
、
久
保 

秀
樹
、
阿
部 

靖
子
、
西
野 

泰
子
、
小
林 

一
枝
、

山
田 

道
子

五
仟
円
　
齋
藤 

貴
臣
、
吉
冨 

繁
人
、
淵
上 

陽
子
、
大
仲 

文
子
、
田
中 

清
英
、
村
中 

安
子
、
神
藤 

良
子
、
伴 

崇
満
、

立
羽 

ア
イ
キ
ヨ
、荒
川 

八
重
子
、中
村 

清
司
、小
林 

晶
美
、

西
野 

健
男
、
杉
本 

孝
、
玉
田 

広
治
、
阪
口 

郁
子
、
山
本 

恵
司
、
丹
原 

輝
彦
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
四
年
三
月
十
五
日
よ
り
同
八
月
十
六
日

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
に
つ
い
て

社 

務 

日 

誌 

　抄

八
十
周
年
奉
納
者
名
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　御
遺
族･

崇
敬
者
各
位
に
は
、
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
御
祭
神
に
崇
敬
報
謝
の
誠
を
も
ち
ま
し
て
、
格
別
の
御
奉
賛
を
賜
り
、
誠
に
有

難
く
存
じ
ま
す
。

　今
年
の
二
月
に
ロ
シ
ア
の
侵
攻
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
闘
は
早
く
も

半
年
以
上
が
経
ち
、一
進
一
退
の
攻
防
が
今
も
続
き
、先
行
き
は
不
透
明
の
ま
ま
で
す
。

そ
も
そ
も
の
戦
争
の
原
因
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
例
え
事
情
が
ど
う
あ
れ
、
一
方

的
に
攻
め
込
ま
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
に
と
っ
て
、
無
責
任
な
日
本
の
知
識
人
が

主
張
す
る
よ
う
な
「
降
伏
」
と
い
う
状
況
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に

ロ
シ
ア
の
過
酷
な
占
領
政
策
を
知
る
国
々
か
ら
す
れ
ば
、
愛
す
る
祖
国
と
家
族
を
守

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
戦
い
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
覚
悟

が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
気
高
い
姿
に
、
先
の
大
戦
で
大
国
相
手
に
戦
い
抜

い
た
日
本
軍
人
と
、
そ
れ
を
支
え
た
市
井
の
人
々
の
姿
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
か
の
国
の
苦
難
を
思
う
と
き
、
一
刻
も
早
く
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

撤
退
し
、
停
戦
と
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　さ
て
、
翻
っ
て
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
地
政
学
的

に
も
政
治
的
に
も
単
純
な
比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
の
平
穏
な
日
々
が
こ
の
先
も

続
く
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
九
条
さ
え
あ
れ
ば
戦
争
は
起
き
な
い
、
と
の
主
張

も
あ
り
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
に
一
方
的
に
攻
め
込
ま
れ
る
可
能
性
が
絶
対

に
無
い
と
は
言
え
な
い
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。実
際
に
北
方
四
島
が
未
だ
日
本
に
戻
っ

て
き
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
竹
島
は
他
国
に
実
効
支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
尖
閣
諸
島
に

お
い
て
も
毎
日
の
よ
う
に
海
域
に
侵
入
す
る
国
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
の
現
在
を
俯
瞰
す
る
と
、
日
本
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
な
く
、
極
め
て
不
安

定
な
ア
ジ
ア
情
勢
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
自
国
を
如
何
に
護
る
か
を
も
っ
と
真
剣
に
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　靖
國
神
社
を
始
め
、
全
國
の
護
國
神
社
に
鎮
ま
り
ま
す
英
霊
は
、
祖
国
日
本
を
護

る
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
護
ら
れ
た
日
本
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
責
任
が
我
々
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
志
半
ば
で
凶
弾
に
倒
れ
ら
れ

た
安
倍
元
首
相
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
”「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
か
ら
の
脱
却
“
の
遺
志
を

継
承
し
、
英
霊
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
誇
り
高
い
日
本
を
取
り
戻
し
た
い
と
願
う
ば

か
り
で
す
。

大
阪
護
國
神
社  

宮
司
　藤
江
正
鎭

御
　挨
　拶

　通
算
六
十
一
号
の
社
報
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
本
年
も
子
ど
も
達
の
素
晴
ら
し
い
絵
画
が

沢
山
届
き
英
霊
に
届
け
と
提
灯
を
掲
げ
ま
し
た
。

四
月
よ
り
田
中
満
権
禰
宜
・
鈴
木
李
弥
巫
女
が

職
員
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。
田
中
権
禰
宜
は

長
い
助
勤
の
経
験
か
ら
即
戦
力
と
し
て
大
い
に

期
待
を
上
回
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
卒
採
用
の
鈴
木
巫
女
は
若
き
感
性
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
授
与
所
や
来
客
の
対
応
に
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
お
迎
え
し
皆
様
に
好
評
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
八
十
周
年
奉
賛
事
業
の
一
環
と

し
て
本
殿
横
に
ス
ロ
ー
プ
も
完
成
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
職
員
一
同
是
非
御
参
拝
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（岡
）

編
集
後
記

大
阪
護
國
神
社
清
掃
奉
仕
隊
御
芳
名

第
七
回
よ
り
第
十
一
回
ま
で
（
順
不
動
・
敬
称
略
）

　前
号
で
お
伝
え
し
て
お
り
ま
し
た
ス
ロ
ー
プ
が
無

事
に
完
成
し
、
去
る
八
月
二
日
に
渡
初
め
式
を
行
い

ま
し
た
。
十
五
日
の
英
霊
感
謝
祭
で
は
早
速
車
椅
子

で
の
昇
殿
を
始
め
多
く
の
方
に
ご
利
用
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
社
務
所
に
は
車
椅
子
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
要
な
方
は
職
員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

合
わ
せ
て
ス
ロ
ー
プ
前

を
福
祉
駐
車
場
と
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
車
椅

子
で
の
昇
殿
参
拝
が
容

易
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

気
持
ち
よ
く
お
参
り
頂

け
る
様
に
、
境
内
整
備

事
業
を
引
き
続
き
進
め

て
参
り
ま
す
。

　毎
月
第
一
土
曜
日
に
清
掃
奉
仕
隊
に
よ
る
清
掃
奉

仕
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　第
七
回
三
月
は
三
十
四
名
、
第
八
回
四
月
二
十
六

名
、
第
九
回
五
月
二
十
名
、
第
十
回
六
月
三
十
二
名
、

第
十
一
回
七
月
十
七
名
の
ご
参
加
で
境
内
清
掃
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
午
前
十
時
よ
り
一
時
間
皆
で

汗
を
流
し
て
、
終
了
後
に
正
式
参
拝
を
行
い
、
そ
の

後
は
宮
司
を
囲
み
茶
話
会
を
催
し
歓
談
を
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
八
十
代
ま
で
「
頑
張
り

す
ぎ
な
い
。
楽
し
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
自
で
出

来
る
こ
と
を
分
担
し
、
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
通
じ
英

霊
に
慰
霊
顕
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
都
合

が
良
け
れ
ば
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
時
　刻 …

 

毎
月
第
一
土
曜
日
　十
時
よ
り

●
持
ち
物 …

 

軍
手
・
タ
オ
ル

作
業
後
本
殿
に
て
正
式
参
拝
を
行
い
、
そ
の
後
神
職

を
囲
ん
で
茶
話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所
ま
で
。

 

岡
部
和
久
、
田
中
満
、
田
代
幸
治
、
前
田
誠
、
森
本
淳
一
、

藤
井
一
、
尻
谷
廣
海
、
玉
宅
修
、
上
原
功
喜
、
笠
松
宏
之
、

久
宗
英
俊
、
国
米
由
恵
、
宮
坂
政
幸
、
岸
茂
子
、
久
保
真
実
、

久
保
暢
ノ
輔
、一
野
文
男
、吉
沢
由
紀
江
、佐
々
木
和
多
留
、

山
本
敬
貴
、
中
本
真
吾
、
西
脇
ま
り
子
、
平
沢
知
永
子
、

平
沢
麻
緒
、
宮
本
奈
美
、
海
田
さ
る
を
、
海
田
さ
る
み
、

西
村
日
加
留
（
府
議
会
議
員
）、
西
村
忍
、
西
村
悠
斗
、
山

崎
真
、
太
田
竜
地
、
太
田
佳
誉
、
濱
田
憲
三
郎
、
菊
池
京
介
、

菊
池
み
の
り
、
上
野
山
弘
美
、
山
崎
陸
男
、
西
谷
久
美
、

谷
岡
省
爾
、中
島
直
也
、宮
坂
正
幸
、赤
堀
由
枝
、塚
本
正
樹
、

門
田
三
郎
、
佐
伯
宗
平
、
成
富
修
、
辻
田
充
司
、
山
本
眞
千
、

今
井
喜
美
、
石
山
慶
淳
、
野
々
垣
富
也
、
吉
岡
伸
太
郎
、

垣
内
秀
造
、
今
井
弘
毅
、
小
谷
多
美
子
、
山
口
新
吾
、
池
田

惠
子
、
藤
森
文
雄
、
森
田
祐
利
栄
、
西
野
健
男
、
西
野
弘
子
、

松
室
和
子
、
渡
部
真
治
、
武
田
了
治
、
赤
井
洋
、
山
下
清
司

  

境
内
清
掃
・
草
む
し
り

　（団
体
）

　
　大
阪
掃
除
に
学
ぶ
会 

様

　
　日
本
会
議
大
阪 

様

　
　霊
友
会
第
八
支
部
ふ
れ
あ
い
隊 

様

　
　阿
含
宗
大
阪
道
場 

様

　
　神
州
正
氣
の
会 

様

　
　住
吉
モ
ラ
ロ
ジ
ー
有
志 

様

　
　靖
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
あ
さ
な
ぎ
関
西
支
部 

様

　（個
人
）（
順
不
動
・
敬
称
略
）

　
　櫻
井
靖
子
、
濵
田
憲
三
郎
、
三
浦
繫
之
、
下
元
明
海
、

　
　山
野
清
春
、
赤
松
修
、
大
村
金
三
、
安
田
至
菫
、

　
　長
瀬
修
則
、
正
井
清
夫
、
神
谷
辰
男
、
山
本
敬
貴
、
　

　
　山
内
勇
二
、
菊
池
京
介
・
み
の
り
、
津
田
良
子

  

樹
木
剪
定

　
　豊
田 

孝 

様

速
報 

本
殿
横
ス
ロ
ー
プ
完
成

清
掃
奉
仕
御
礼
　四年
一
月
よ
り
七
月
末
ま
で

清
掃
奉
仕
隊
活
動
報
告




